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第
37
回
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車
秋
田
県

大
会
で
優
勝
を
果
た
し
た
鷹
巣
南
小
学
校
の

児
童
ら
６
人
が
７
月
９
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

津
谷
市
長
に
県
大
会
優
勝
と
全
国
大
会
出
場

を
報
告
し
ま
し
た
。 

　
同
校
は
、
団
体
の
部
で
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
。

個
人
の
部
で
は
、
堀
部
綾
乃
さ
ん
が
優
勝
、
２

位
千
葉
隆
平
さ
ん
、３
位
笹
代
博
也
さ
ん
と
上

位
を
独
占
し
ま
し
た
。 

　
笹
代
主
将
は「
皆
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
練
習

を
重
ね
て
、全
国
大
会
で
も
精
一
杯
頑
張
っ
て

き
ま
す
」と
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は
「
嬉
し
い
報
告
あ
り
が
と
う
。

優
勝
は
練
習
の
賜
。
全
国
大
会
で
は
、
南
小
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」と
激
励

し
ま
し
た
。 

▲津谷市長に県大会優勝を報告する鷹巣
南小の児童ら 

　
奥
羽
本
線
糠
沢
駅
改
築
記
念
式
典
が
７
月

５
日
、
同
駅
駅
前
で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民
ら

が
新
駅
舎
の
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。 

　
新
駅
舎
は
、
綴
子
地
区
の
伝
統
芸
能
「
綴
子

大
太
鼓
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

で
、
直
径
３
・
９
ｍ
、
幅
３
・
７
ｍ
と
、
ギ
ネ
ス

認
定
の
綴
子
下
町
の
「
世
界
一
の
大
太
鼓
」
と

ほ
ぼ
同
寸
法
の
大
き
さ
で
す
。 

　
式
典
で
は
、長
谷
川
弘
Ｊ
Ｒ
鷹
ノ
巣
駅
長
が

「
地
域
に
根
ざ
し
た
駅
舎
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

糠
沢
駅
は
地
域
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
得
ま
し

て
、綴
子
大
太
鼓
の
デ
ザ
イ
ン
の
駅
舎
と
し
て

完
成
し
ま
し
た
。こ
の
駅
舎
に
よ
り
北
秋
田
市

の
活
性
化
に
な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。ど
う
か
駅

舎
を
可
愛
が
っ
て
末
永
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
県
内
で
は
最
も
早
い
時
期
に
開
催
さ
れ
る

恒
例
の「
第
18
回
北
秋
田
市
米
代
川
花
火
大
会

（
藤
本
忠
実
行
委
員
長
）
」
が
７
月
11
日
、
米
代

川
河
川
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、約
２
万
５

千
人
の
見
物
客
が
夜
空
に
き
ら
め
く
光
の
宴

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、「
カ
ラ
フ
ル
ラ
イ
ト
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
」と
題
し
た
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で
口
火
が
切
ら

れ
、
４
号
か
ら
10
号
の
割
物
花
火
や
、
色
と
り

ど
り
の
連
発
花
火
が
次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
、

漆
黒
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。 

　
今
年
の
高
野
尻
万
灯
火
会
の
仕
掛
け
万
灯

火
は
、「
北
秋
田
市
民
の
力 

宝
物
」と
浮
か
び
上

が
っ
た
火
文
字
の
前
を
、万
灯
火
で
型
ど
ら
れ

た
道
産
子
が
内
陸
線
を
引
い
て
動
く
と
い
う

も
の
。細
か
い
工
作
で
の
火
文
字
の
演
出
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

▲約３千発の花火が夜空を焦がし、光と音
の競演が行われた「第18回米代川花火大会」 

▲本物の綴子大太鼓も登場して、乗客らを
歓迎しました 

竜森からの伝統を引き継ぐ 

光と音が夜空に舞い踊る 

「綴子大太鼓」が駅舎に 

　
第
55
回
全
県
高
校
総
体
の
各
種
目
で
好
成

績
を
収
め
た
市
立
合
川
高
校（
武
藤
四
郎
校
長
、

生
徒
数
１
６
４
人
）
の
選
手
ら
が
７
月
14
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、津
谷
市
長
に
成
績
と
全
国
大

会
へ
の
出
場
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

　
報
告
に
訪
れ
た
の
は
、全
国
大
会
出
場
を
決

め
た
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
、
柔
道
部
、
将
棋
同
好

会
の
選
手
ら
。工
藤
昭
二
教
頭
か
ら
各
競
技
の

成
績
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。 

　
津
谷
市
長
は「
全
県
大
会
の
活
躍
お
め
で
と

う
。全
国
大
会
で
は
実
力
を
発
揮
し
て
悔
い
の

残
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
と
激

励
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、選
手
を
代
表
し
て
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

の
松
岡
慧
主
将
が「
３
競
技
７
種
目
で
栄
光
を

つ
か
み
と
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」と
力
強
く

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

▲市長に全県大会の成績などを報告した
合川高校の選手ら 

　
北
秋
田
名
物
株
式
会
社（
野
宮
幸
博
代
表
取

締
役
）の
設
立
式
典
お
よ
び
市
と
の
業
務
委
託

契
約
締
結
式
が
７
月
２
日
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
松

尾
耕
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
会
社
が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。 

　
北
秋
田
名
物
株
式
会
社
は
、商
工
会
青
年
部

有
志
６
人
が
立
ち
上
げ
た
会
社
で
、秋
田
県
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
臨
時
対
策
基
金
事
業
を
活

用
し
、市
の
委
託
を
受
け
て
営
業
す
る
も
の
で
、

北
秋
田
市
の
観
光
及
び
産
業
界
全
体
の
企
画
・

営
業
・
販
売
促
進
を
担
い
ま
す
。 

　
具
体
的
に
は
、市
内
で
生
産
す
る
食
品
や
工

芸
品
な
ど
の
受
託
販
売
や
ネ
ッ
ト
販
売
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、観
光
案
内
所
の
設
置
や
お

土
産
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
な
ど
を
手
掛
け
ま
す
。 

▲北秋田名物株式会社を立ち上げた、商工
会青年部有志の６人 

３競技で全国大会出場 

愛する郷土『北秋田市』を良くしたい 

●鷹巣南小学校自転車部　県大会初優勝 

●第18回北秋田市米代川花火大会 

●奥羽本線糠沢駅改築記念式典 

●合川高校、全県総体での成績と全国大会出場を報告 

●北秋田名物株式会社が設立 

さ
と
し 

　
北
秋
田
市
消
防
団
（
鈴
木
由
太
郎
団
長
）
の

平
成
21
年
度
消
防
訓
練
大
会
が
６
月
28
日
、森

吉
野
球
場
駐
車
場
で
開
か
れ
、市
内
の
各
分
団

が
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
競
い
ま
し
た
。 

　
鈴
木
消
防
団
長
が
、「
こ
の
大
会
で
、
北
秋

田
市
の
消
防
団
が
一
堂
に
会
し
て
、技
を
競
い

合
う
こ
と
に
よ
り
、実
り
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
よ
う
に
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、規
律
訓
練
、自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
３
部
門
で
行
わ
れ
、訓
練

要
領
等
で
定
め
た
操
法
と
動
作
を
、迅
速
か
つ

的
確
に
行
う
も
の
で
、
出
場
し
た
各
団
員
は
、

審
査
員
ら
が
見
守
る
中
、炎
天
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
き
び
き
び
と
手
順
を
こ
な
し
、活
気
あ
ふ

れ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

▲気温３０度を超える炎天下、きびきびと
訓練に臨む消防団員 

炎天下、有事に備えきびきびと訓練に臨む ●平成２1年度市消防団消防訓練大会 


